令和５年度　沖縄市親子ふれあい体験活動助成事業実施要項

１．目　的

　　子どもたちが健やかに成長するためには、親子のふれあい、こども同士の交流、地域の体験活動は大切である。そこで親子で取り組む地域活動を助成することにより、家庭・地域教育力の向上に寄与する。新たにSDGsの取り組みを意識してもらい、SDGsの認知度と達成度を上げる。
２．対　象　　

市内に在住在勤している小学生以上の親子（保護者）で10名以上の団体
３．募集団体数　（1）　学習テーマ設定コース    8団体（2）　チャレンジ体験コース　 12団体
４．活動の内容

※テーマ設定や活動内容については、各団体にあったテーマを設定してください。
下記のコースはあくまでも参考事例です。活動がSDGsのどの項目に当てはまるのか意識して活動をする。

　（1）学習テーマ設定コース　（活動回数5回）
　　　　1団体5回の活動に対し講師謝礼金40,000円(1回あたり8,000円×5回)以内を助成する。
　　例　A．農業体験講座　　　　　　農作物の植え付け～収穫まで　例：SDGs2．飢餓をゼロに
　　　　B．環境エコ体験講座　　　　海辺の観察、川の観察、星空観察、キャンプ、山登り
例：SDGs15陸の豊かさも守ろう等・SDGs14．海の豊かさを守ろう　など
　　　　C．生活体験講座　　　　　　食育講座、マナー講座等
　　　　D．文化活動体験講座　　　　エイサー、書道、琉球舞踊等
　　　　E．科学体験講座　　　　　　科学教室等
　（2）チャレンジ体験コース　（活動回数3回）

　　　　１団体3回の活動に対し講師謝礼金24,000円(1回8,000円×3回)以内を助成する。
　　例　・親子工作教室　・親子地域探検　・親子ホタルウォッチング　・親子平和学習等
５．助成方法
　　※講師謝礼金は沖縄市の「報償費の支払い基準」に準ずる。
　　※同じテーマを重複して実施した場合は1回分のみの助成となります。例：野外炊飯　３回
　　※施設見学等で、施設（会社）専任の講師（職員）がいる場合は支払いの対象にはなりません。
６．実施期間
　令和5年4月　～　令和6年2月　※4月受付後、活動終了は2月
７．申し込み方法

　 　助成を希望する団体は、計画書（様式１）を教育委員会に初回実施予定日の１か月前までに提出すること。＊但し、定数に達し次第締め切り
８．助成の決定

   　教育委員会は、提出された計画書(様式１)の内容を審査し、決定・否決通知書(様式２)を郵送にて通知する。
９．講師依頼

講師依頼は申込団体が直接行うものとする。
１０．事業の報告

申込団体は、テーマ終了ごとに事業報告書を教育委員会に提出すること。※2月末までにすべての報告書と講師謝礼金請求書を提出する事。期限を過ぎると助成が出来ない場合があります。
※報告書は12月に開催される生涯学習フェスティバルにて掲示します。
１１．実施機関（申込問合せ先）沖縄市教育委員会　生涯学習課　TEL９３９-１２１２(内線２７４４)　FAX９３７－３５４８　E-mail:kyo_syoub81@city.okinawa.lg.jp ﾒｰﾙでの申し込みも可能です。
